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若
年
層
を
い
か
に
定
着
さ
せ
る
か

が
課
題
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
一
施
締
靖
ぃ
韓
埠

貯
梅
難
的
拘

き
な
工
場
を
ひ
と
つ
持
っ
て
く
れ

ば
そ
れ
て
足
り
る
と
い
っ
た
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

快
適
て
う
る
お
い
の
あ
る
社
会

基
盤
、

安
心
し
て
健
康
に
働
け
る

生
活
環
境
な
ど
の
整
備
、

若
さ
を

十
分
に
発
揮
て
き
る
市
民
文
化
の

育
成
、

教
育
環
境
の
整
備
、

活
力

あ
る
産
業
の
育
成
、

観
光

・
リ
ゾ

ー
ト
の
振
興
な
ど
総
合
的
に
、

着

実
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

て
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

●
市
民
参
加
の
ま
う
づ
く
り

Ａ
ｕ
ち
姉
報
惨
効
離
妹
利
碁
宗
淳

市
民
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

市
民
が
体
験

す
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
こ
と

で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
て
そ

う
い
っ
た
機
会
を
も
つ
努
力
を
し

て
欲
し
い
。

Ａ
Ａ

政
蜘
崩

一 自
齢
針
な

つ 住

報
機
飾

す

べ
き
も

の
で
あ

る
と
考

え

て
い

る
。開

か
れ
た
市
政

へ
の
取

り
組

み

の

一
つ
と

し

て
、

平
成

四
年
度

か

ら
実
施
す

べ
く
情
報
公
開
制
度

の

準
備

を
進

め

て
い
る
。

ま
た
、

総
合
計
画
策
定
に
あ
た

り
、

市
民
参
加
の
推
進
を
図
る
た

め
、

住
民
提
言
の
募
集
、

住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、

地
区
別
懇
談
会

を
実
施
し
た
。

ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円
事
業
に

お
い
て
も
、

市
民
か
ら
広
く
ア
イ

デ
ア
を
募
集
す
る
な
ど
、

市
民
意

向
の
反
映
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
と
も
、

広
く
市
民
の
参
加

と
協
力
を
得
て
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
決
意
で
あ
る
。

●
市
街
地
活
性
化

〔
〕
進
前
賭
地

枢
押
卵
韓
藤
蝶
抑

あ
る
小
浜
駅
周
辺
の
活
性
化
構
想

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
Ａ
つ
い
報
顧
朔

殺
詢
節
雛
純
Ч

建
設
省
、

商
工
団
体
な
ど
で
構
成

し
た
委
員
会
で
基
本
構
想
を
と
り

ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

基
本
構
想
を

も
っ
て
即
事
業
化
に
入
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、

基
本
計
画
策
定
の

た
め
、

そ
の
準
備
を
急
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

年
二
月
に
総
合
運
動
場
選
定
委
員

会
に
お
い
て
、
日
田
純
地
係
に
決

定
、

同
年
五
月
に
、
日
田
純
地
区

の
地
権
者
、

各
種
団
体
長
に
協
力

を
要
請
し
た
。

続
い
て
七
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
、

予
定
地
の
測
量
、

現
地
立
入

り
を
行
う
一
方
、

地
域
づ
く
り
推

進
事
業
を
活
用
す
る
た
め
県
と
の

協
議
を
進
め
て
き
た
。

現
在
の
施
設
計
画
て
は
、

陸
上

競
技
場
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

場
、

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、

マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
、

ち
び
っ
子
広
場
、

芝
生
広
場
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
の
事
業
計
画
は
、

平
成
三

年
度
に
用
地
交
渉
を
進
め
、

ち
び

っ
子
広
場
を
完
成
さ
せ
、

平
成
四

年
度
に
は
、

陸
上
競
技
場
、

タ
ロ

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、

平
成
二
年
度

に
は
、

残
り
の
施
設
を
完
成
さ
せ

る
予
定
で
あ
る
。

Ａ
ｕ
い
都
路
輝

抑
め
つ
鋪
卵
殖
市

画
で
は
十
八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

プ
ー
ル
あ
り
、

体
育
館
あ
り
で
あ

っ
た
が
、

平
成
三
年
度
の
計
画
で

は
、

面
積
が
十
四

・
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
縮
少
さ
れ
、

プ
ー
ル
、

体
育

館
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
の
縮
少
さ
れ
た
理
由
を
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
≧
謎
課
評
鉢
ば

て
お
り
、

平
成
二
年
度
に
区
民
、

Ａ〕の姉報備控的輛寿森陶餞

た
い
。

総
合
運
動
場
完
成
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
ず
平
成
二

報
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２
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３
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５７
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３
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４
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５
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意

見

書

平
成
２
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告

に
つ
い
て

評
朝
幌
静
緩
陣
球
師
育

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明

平
成
２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
の
報
告
に

つ
い
て

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

財
団
法
人
小
浜
市
公
共
施
設
管
理
公
社
経
営
状
況
の
報
告

に
つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
２
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・
ホ
ス

テ
ル
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
合
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て平
成
３
年
度
小
浜
市

一
般
合
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

評
城
整
難
飯
諮
瀬
飾
悶
斌
姉
給
鍛
斜
鉢
鋏
煙
射
ほ
チ
嚇
ひ

御
碗
短
舛
岐
勢
蝦
輔

水
道
事
業
会
計
決
算
に
か
か
る
剰
余

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

跡
酸
聞
求
眩
胡

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部

小
浜
市
公
の
施
設
の
管
理
委
託
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

小
浜
市
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

小
浜
市
農
産
物
加
工
施
設
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い

て東
山
手
団
地
２
号
棟
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

醜
朋
醐
折
醐
毬

前
支
店
忙
係
る
物

＝
の
取
得
並
び
に
保
存

爺
陥
勝
罰
者
の
早
期
墳
金
決
定
と
労
働
時
間
短
縮
を
求
め

平
成
３
年
度
米
穀
対
策
に
つ
い
て

看
護
婦
不
足
解
消
を
求
め
る
陳
情
書

市
長

′′  ′′  ′′ ′′  ′′  〃 ″  ′′′′  ′′

撒 採

回 択

〃   〃
団
体

報
告
受
理

原
案
承
認

原
案
可
決

継
続
審
査

′′  ″  ′′′′  〃
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地
権
者
の
理
解
を
得
て
現
況
測
量

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

用
地
取
得

面
積
が
十
四

・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
た
。

ま
た
、

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
を
活

用
す
る
予
定
で
あ
り
、

プ
ー
ル
、

体
育
館
に
つ
い
て
は
、

こ
の
事
業

が
完
成
し
た
後
に
考
慮
し
て
い
き

た
い
。

算

舞

難
誕

鵡

今
年
度
の
予
算
に
調
査
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
内

容
の
も
の
か
。

ま
た
、

会
館
の
場
所
や
建
物
の

構
想
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ
肇
継
障簾
勢
艶

を
設
置
し
、

地
場
産
業
活
性
化
の

基
本
方
向
に
関
す
る
提
言
を
い
た

だ
い
た
。

提
言
で
は
、

会
館
の
早
期
実
現

に
加
え
、

他
地
域
に
類
例
の
な
い

中
心
的
施
設
と
し
て
の
品
格
と
ポ

リ
ュ
ー
ム
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、

今
年
度
当
初
予
算

に
基
本
調
査
費
を
計
上
し
、

具
体

的
な
構
想
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
ｕ

建
説
磯
掬
的
辞
魂

期
罐
鞭
的

小
浜
市
加
斗
間
は
い
つ
整
備
計
画

に
格
上
げ
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、

教
賀
ま
で
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
運
動
を

展
開
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
Ａ
整
敵
隈
腕
的
坤
雌
抑
曝
綸

約

年
二
月
に
舞
鶴
西
ま
で
供
用
開
始

さ
れ
て
い
る
。

舞
鶴
西
か
ら
舞
鶴
束
の
十
■
□

メ
ー
ト
ル
は
、

既
に
昨
年
四
月
に

建
設
大
臣
か
ら
日
本
道
路
公
団
に

対
し
施
工
命
令
が
な
さ
れ
、

着
々

と
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

舞
鶴
束
か
ら
の
状
況
に
つ
い
て

は
、

平
成
元
年

一
月
に
敦
賀
ま
で

基
本
計
画
区
間
に
組
み
入
れ
ら
れ
、

昨
年
六
月
に
は
、

舞
鶴
東
か
ら
加

斗
間
の
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

環
境
影
響
評
価
区
間
と
し
て
公
表

さ
れ
、

今
年
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
国
上
開
発
幹
線
自
動
車
道
建

設
審
議
会
に
お
い
て
、

こ
の
区
間

が
整
備
計
画
へ
の
格
上
げ
路
線
と

し
て
審
議
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。加

斗
か
ら
敦
賀
ま
で
の
区
間
に

つ
い
て
は
、

上
中
町
、

三
方
町
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、

早
急
に
環

境
影
響
評
価
区
間
と
し
て
公
表
さ

れ
、

早
期
に
全
線
が
事
業
着
手
さ

れ
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
て
ま
い
り
た
い
。

●
慕
気
発
生
器
交
換

〔
革
を
却
却
嘘
助
ぱ
如
い
韓
輝

報

気
発
生
器
の
変
換
を
実
施
す
る
と

し
て
い
る
が
、

細
管
被
断
や
ピ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
原
因
が
究
明
さ
れ
て

い
な
い
。

大
飯

一
号
機
の
蒸
気
発
生
器
の

変
換
に
つ
い
て
、

市
に
申
し
入
れ

が
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、

ど
う

対
応
す
る
の
か
。

Ａ
Ａ
器
雑
醐
時
】

鞭
的
謀
賄
膨
韓

会
社
が
取
り
替
え
の
検
討
が
進
め

ら
れ
、

海
外
に
お
け
る
取
り
替
え

技
術
の
熟
成
、

取
り
替
え
に
よ
る

定
期
検
査
期
間
な
ど
保
守
性
、

経

済
性
の
観
点
か
ら
、

取
り
替
え
る

方
針
を
回
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

県
に
お
い
て
も
、

「被
爆
低
減

対
策
、

廃
棄
物
処
理
対
策
な
ど
に

つ
い
て
、

詳
細
な
確
認
を
行
う
こ

と
と
す
る
が
、

今
日
ま
で
の
海
外

に
お
け
る
取
り
替
え
状
況
を
見
た

と
こ
ろ
、

安
全
性
に
特
に
問
題
は

な
い
と
判
断
し
た
。」と

聞
い
て
い

る
。ま

た
、

本
年
十
二
月
に
営
業
運

転
予
定
の
大
飯
三
号
機
に
つ
い
て

は
、

過
去
の
損
傷
対
策
を
反
映
し

た
蒸
気
発
生
器
を
採
用
し
て
お
り
、

安
全
性
に
問
題
は
な
い
と
認
識
し

意
見
書
業
第
■
号

意
見
書
案
第
２
号

議

案

第

６２

号

議
案
第
６３
号

て
い
る
。

な
お
、

蒸
気
発
生
器
の
変
換
に

は
、

約
二
年
程
度
を
要
す
る
。

●
情
報
伝
達

Ａ
ｕ
信
牌
僻
附
文
崎
抑
鴻

諜
賄
唖

や
大
飯
町
の
よ
う
な
有
線
に
よ
る

通
報
設
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
Ａ
達
郷
薄
的
誠
峠
都
的
端

湘
弥

地
域
防
災
計
画
原
子
力
編
に
よ
り
、

事
故
の
状
況
、

本
部
の
対
応
な
ど

を
サ
イ
レ
ン
、

広
報
車
、

有
線
放

送
な
ど
で
周
知
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、

テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
報

導
機
関
に
放
送
を
要
請
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
の
導
入
検
討
も
終
え
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
な
ど
を
含
め
た
情
報
化
時
代
に

対
応
し
た
機
種
は
何
が
適
当
か
の

選
択
を
行
っ
て
い
る
。

●
ヨ
ウ
素
剤

ヨ
ウ
素

剤

の
配

布

に

つ

い

て
は

、

全

市

民

に

配

布

で

き

平
成
３
年
度
米
穀
対
策
に
関
す
る
意
見
書

看
護
婦
等
の
確
保
対
策
に
関
す
る
意
見
書

小
浜
市
議
会
委
員
会
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

閉
会
中
の
事
務
調
査

小
浜
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

平
成
３
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

る
体
制
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
Ａ
な
泊

砂
療
柳
導 ‐こ
ゅ
ぉ
呼
一

期

浜
、

教
賀
の
保
促
所
に
保
管
し
、

緊
急
時
に
配
布
て
き
る
態
勢
が
と

ら
れ
て
い
る
。

学
校
、

保
育
所
、

市
町
村
へ
の

配
布
に
つ
い
て
は
、

ヨ
ウ
素
剤
の

品
質
確
保
、
保
管
管
理
体
制
、
安

全
眼
用
な
ど
の
問
題
が
解
決
さ
れ

て
お
ら
ず
、

今
後
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

議
員

市
長

原
案
可
決

指
名
推
薦

継
続
審
査

指
名
推
薦

原
案
可
決

原
案
同
意

の
運
営

が
必
要
で

あ

る
。

こ
の
た
め
、

職
員

の
資
質

の
向

上

、
事
務
事
業

の
定
期
的
な
見
直

し
、

行
政
機
構

の
合

理
化
と
事
務

管

理

の
能
率
化

、
行
政
各
部

門
間

の
連
携

強
化

、
人
事
管

理
の
適
正

化

な
ど
を
推
進

い
た

し
た

い
。

市

民

ニ
ー
ズ
に
応
え
、

親

切
、

公
平

、
迅
速

、
正
確

の
四

つ
を
基

本
目
標

に
、

市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向

上
に
積
極
的

に
取

り
組
ん
て

い
き

た

い
。

（
〕

料
障
埼
確
静
】

詢
榊
備
棒
穀

に
対
応

し
て
無
料
化
と

い
う
考

え

は
な

い
の
か
。

Ａ〔数脚は才陀幹賊朔銅仰障

基
づ
き
、

有
料
と
し
て
取
り
扱
っ

て
い
る
。

し
か

し
な
が
ら
、

年
金
受
給
者

の
福
祉
向
上
を
図

る
こ
と
も
必
要

で

あ
り
、

こ
の
手
数
料
無
料
化

に

っ
い
て
は
、

新
年
度
予
算
編
成
時

期

ま
で

に
検
討

し
結
論
を
出

し
た

い
と
考

え

て
い
る
。

Ａ
ｕ

を
姉

療
抑
す
聞
躍
期
帥
鞠
妙

い
っ
て
お
り
、

日
本

一
を

め
ざ

し

て
欲

し

い
。

ま
た
、

サ
ー
ビ

ス
産
業
で

あ

る

以
上

、
市
民

二

十
‐
ズ

に
対
応

し
た

態
勢
を
と

っ
て
欲

し

い
。

社
会

の
変
化

に
対
応

し
た

効
率
的
で
弾
力
的

な
行
財

政



市議会だより

意

見

書

第

一
号

平
成

三
年
度
米
穀
対
策

に
関
す

る
意

見
書

小
浜
市
の
農
業
者
は
、

国
民
の
基
礎
的
食
料
と
し
て
の
良
質
米
の
生
産
に
日
夜
努

力
し
て
い
る
。

し
か
し
、

米
を
取
り
巻
く
情
勢
は
内
外
と
も
厳
し
く
、

と
く
に
米
の
市
場
開
放
間

題
は
日
増
し
に
そ
の
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、

農
業
者
が
米
の
国
内
完
全
自
給
の
も
と
、

将
来
展
望
に
た
っ
た
稲
作
経

営
が
営
ま
れ
る
よ
う
左
記
事
項
の
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

己

一　
米
の
国
内
完
全
自
給
を
堅
持
し
、

米
の
市
場
開
放
は
阻
止
す
る
こ
と
。

一
一　
生
産
者
米
価
な
ら
び
に
自
主
流
通
奨
励
金
は
、

最
低
限
、

現
行
を
確
保
す
る
こ

レ

α

。

〓
一　
食
管
制
度
の
堅
持
と
水
田
農
業
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
。

以
上
、

地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
年
六
月
二
十

一
日

議
　
会

意

見

書

第

二
号

/Jヽ

浜

市

看
謹

婦
等

の
確

保
対
策

に
関
す

る
意

見
書

近
年
、

医
療
の
高
度
化

し
専
門
化
、

人
日
の
高
齢
化
等
の
進
展
に
伴
い
、

保
健
医

療
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
看
護
婦
等
の
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

ま
た
、

今
後
、

施
設
福
祉
、

在
宅
福
祉
お
よ
び
訪
問
看
護
の
推
進
な
ど
、

福
祉
施

策
が

一
層
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

看
護
婦
等
の
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、

看
護
婦
等
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

厳
し

い
就
労
環
境
の
中
て
、

不
足
の
状
況
で
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
市
民
の
医
療

・
福
祉

面
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、

魅
力
あ
る
職
業
と
し
て
の
人
材
確
保
と
そ
の
定
着
を
図
る
た
め
、

養
成

所
運
営
事
業

・
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
へ
の
助
成
強
化
、

労
働
時
間
短
縮
へ
の
対
応
な

ど
、

看
護
婦
等
の
確
保
対
策
を
さ
ら
に
充
実

・
強
化
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、

地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
年
六
月
二
十

一
日

/Jヽ

浜

市

議

会

先

の
国
会
て

、
地
方
自
治
法

の

一
部

改
正

が
行
わ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

本
市

に
お

い
て
も

、
今
後

の

議
会
運
営

の
万
全
を
は
か
る
た
め
、

今
定
例
会
で
小
浜
市
議
会
委

員
会

条
例

が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ

り
、

議
会
運
営
委
員

会

は
、

こ
れ
ま
て
議
会
内

の
任
意

の
組
織
て

し
た
が

、
今
後

は
条
例

に
基
づ

く
委
員
会

と

し

て
活
動
す

る
こ
と

に
な

り
ま
す

。

彦
義
剛
蔵
治
勝

宇

定
勝
　
治
　
一暴

村
崎
尾
崎
本
谷

野
山
松
宮
岡
深

委

員

長

木

副
委
員
長
　
河

小浜 ・上中
委 員 長
副委員長

委  員

議
会
運
営

委
員
は
次

の
と
お
り
。

端 橋

勝 正

次 昭

深 伊 小

谷 勢 川

〃

員

野 新

村 谷

定 高

彦 司

多
嘉
士

謙
次
郎

〓暑
　
勝

1 人 事 1
固定資産評価審査委員会委員

塚 本 義 男 氏

人権擁護委員

柴 田 ス ミ氏

委
員

長

岡
本
　
　
治

副
委
員
長

河
端
　
勝
次

委
　

Ｈ員
中
野
健

一
郎

，
″　
　
宮
川
　
建

一

〃　
　
松
尾
　
　
剛

〃　
　
小
川
多
嘉
士

〃　
　
村
上
　

一
司

″　
　
岡
　
　
明
男

委
員

長

本
橋
　
正
昭

副
委
員
長

杓
子
　
　
明

委
　

員

山
時
　
勝
義

〃　
　
浜
岸
　
利

一

″　
　
野
村
　
定
彦

〃　
　
石
橋
　
和
彦

〃　
　
宮
崎
治
宇
蔵

〃　
　
深
谷
　
〓嘉
勝

司
郎
司
彦
士
均

一　
　
　
　
一嘉

一
健
高
和
多

上
野
谷
橋
川
下

庄
村
中
新
石
小
坂

田名
長
長
員

近 ．名
貝

窮
一　
　
〃
〃
〃

小
委

副
委

委
員

長

伊
勢
謙
次
郎

副
委
員
長

新
谷
　
高
司

委
　

員

石
野
　
　
保

〃　
　
福
本
　
　
晃

〃　
　
岡
尾
　
正
雄

〃
　

森
下

　

智

〃　
　
坂
下
　
　
均

〃　
　
山
藤
　
貞
雄

晃

明
雄
郎
昭
男

次
貞
謙
正
明

本

子
藤
勢
橋

福
約
山
伊
木
岡

飯大
長
長
員

近 ．名
貝

薬
一　
　
〃
″
〃

小
委
副
委

一
雄
保
次

一
智

建
正
　
勝
利

川
尾
野
端
岸
下

宮
岡
石
河
浜
森

方三
長
長
員

浜 ．
員
義

　
〃
〃
店

小
委
副
委

氏
氏
氏
氏

≫

雄
造
子
吾

員

義
修
和
昭

倭

久
上
回
鳥

谷
井
吹
高

氏
氏
氏
氏

夫
郎
博
子

喜
三
　
援

中
谷
野
谷

田
浦
前
古

く補充員〉


